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彙報   

1卵3年度倫理学講義題目  

講義  

教授  内井惣七  倫理学概論  

研究  

教授  内井惣七  哲学・倫理学のための形式論理学  

山内友三郎 R．M．ヘアと現代の道徳哲学  

奥雅博  後記ウィトゲンシュタイン研究  

講師   

講師  

演習  

教養部教授   

講師   

講師   

教授  

有福孝岳  K弧t：j打誠鹿r〃〝g追加歩   

美濃正  R．Seade：血初血閻坤  

小林道夫  D¢SCa止es：反岬血坤即虎吋画肋叩鮎  

内井惣七  倫理学の諸開港   

購読  

助手（西洋哲学史）倉田隆  D拐Ca血S：βねcβ椚虚血椚ゐノわ血  

助手（哲学）   清野研三 J．Rach¢1s：撒沌肋脚臨御肋通用血昭和  
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趣旨  

1・われわれの社会が直面している現今の状況は、倫理学の重要性を日増しに痛   

感させるものである。しかしながら、ひとくちに倫理学といってもその対象   

は多岐にわたる。諸分野の共同なしには研究の進展はない。それゆえ、われ   

われ京都大学倫理学研究室大学院生は、みずからの研究をおおや桝こするこ   

とによって、広く諸姉兄の批判と判断をあおぎ、各自の問題意識を深めると   

同時に相互の交流を図るべく、ここに『実践哲学研究を』を発表する。  

後記   

1．本年もここに第16号をお届けすることができました。これもひとえに皆様の   

貴重なご意見、ご批評と暖かいご援助の勝物と感謝致しております。今後と   

もよろしくご指導のほどお願い致します。   

2．本号掲載論文の合評会を下記のとおり行います。ご参加戴ければ幸いです。  

日時1993年12月4日（土）午後1時より（5時終了予定）  

場所 内外学生センター（百万遍西南Tel．771一郎お）   

3．当会では賛助会員制度を設け、会誌の読者の皆様にご支援をお願い致してお   

ります。例年多数の方々のご協力をいただき、まことにありがとうございま   

す。当会では、会誌の充実を含め、なお一層の努力を致す所存でございます   

ので、今後とも引続きご支援のほどよろしくお願い致します。なお、賛助会   

費は年一口千円でお願い致しております。   

4．近年の財政上の困難から、今年度は研究室内でコンピューターにより版下を   

作成する試みを行いました。お見苦しい点も多いと思われますが、どうかご   

寛恕頂き、ご意見、ご批判をお寄せいただければ幸いです。  
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